
社会福祉法人　三光会　2022年度　事業報告

2022年
4月7日 ｻﾃﾗｲﾄ型 中津市長表敬訪問　100歳の誕生祝い

4月14日 本体 ご利用者健康診断

4月15日 本体 トヨタ　シェンタ廃車　大分500む2533

4月15日 本体 トヨタ　タント納車　  大分581つ4176

4月23日 本体 オレンジカフェ　１１名

本体 フィリピンの技能実習生　４名　採用

本体 お接待

4月28日 ｻﾃﾗｲﾄ型 ご利用者健康診断

4月30日 ｻﾃﾗｲﾄ型 お接待

監事の監査

ｻﾃﾗｲﾄ型 第１回運営推進会議　資料送付のみ

5月27日 本体 第１回運営推進会議　資料のみ送付

6月3日 第１回　理事会

6月16日 介護記録ソフト「ちょうじゅ」から「ケアカルテ」に移行

6月21日 定時評議員会

6月28日 ストレスチェック調査票の配布

7月4日 第26回　参議院議員選挙の不在者投票　本体：3名　サテ：3名

7月6日 本体 新型コロナワクチン4回目接種　利用者と職員

7月11日 本体 新型コロナワクチン4回目接種　利用者と職員

7月13日 ｻﾃﾗｲﾄ型 新型コロナワクチン4回目接種　利用者と職員

7月19日 本体 職員健康診断　　中津医師会総合検診センター

7月20日 ｻﾃﾗｲﾄ型 新型コロナワクチン4回目接種　利用者と職員

7月25日 本体 職員健康診断　　中津医師会総合検診センター

7月28日 ｻﾃﾗｲﾄ型 第２回運営推進会議　資料のみ送付

7月29日 本体 第２回運営推進会議　資料のみ送付

8月2日 本体 夏祭り（規模を縮小して実施）

8月13日 ｻﾃﾗｲﾄ型 盆供養

8月24日 本体 新人研修　3名

8月25日 ｻﾃﾗｲﾄ型 フィリピンの技能実習生　2名　リモート面接

8月29.30日 本体 新型コロナワクチン4回目接種　利用者と職員

8月31日 ストレスチェックの結果を保健師評価

9月7.14日 ｻﾃﾗｲﾄ型 新型コロナワクチン4回目接種　利用者と職員

9月9日 本体 敬老祝賀会

9月10日 本体 中津市長表敬訪問　敬老の祝い

9月19日 ｻﾃﾗｲﾄ型 敬老祝賀会

9月20日 ｻﾃﾗｲﾄ型 ユニットリーダー研修　１名　４日間　飯塚市：くぬぎ苑

9月28日 本体 防災訓練　　夜間想定

9月29日 ｻﾃﾗｲﾄ型 第3回運営推進会議　　資料のみ送付

9月30日 本体 第3回運営推進会議　　資料のみ送付

4月27日

5月26日



10月3日 サテ 浄化槽の法定点検

10月13日 第２回　理事会

10月16日 本体 バーベキューとサンマの蒸し焼きパーティー　12名

10月17日 本体 空調設備（エアコン）取替工事の指名競争入札　３社

10月19日 ｻﾃﾗｲﾄ型 ご利用者・職員のインフルエンザワクチン予防接種

10月20日 本体 貯水槽の清掃　㈱豊洋

10月21日 ｻﾃﾗｲﾄ型 貯水槽の清掃　㈱豊洋

10月22日 本体 オレンジカフェ　9名

本体 ご利用者・職員のインフルエンザ予防接種

ｻﾃﾗｲﾄ型 コスモス鑑賞の散歩

10月26日 本体 防災訓練　　昼間想定

11月1日 本体 2階部分のレースカーテンの取替工事（ケアアメニティー）

本体 2階の機械浴槽の取替工事（大分エンゼル商事）

ｻﾃﾗｲﾄ型 ご利用者のインフルエンザワクチン予防接種

11月7日 本体 年１回の電気の定期点検（九州電気保安協会：溝下）

11月8日 本体 共有サーバー取替工事（本体とサテを１本化）オフィスワタナベ

本体 ボイラーの定期点検（日本サーモエナー）

本体 職場体験　３日間　１名　宇佐産業科学高校

ｻﾃﾗｲﾄ型 職員のインフルエンザワクチン予防接種

11月10日 本体 空調設備（エアコン）取替工事  10日～30日

11月11日 本体 イベント食　おでん

11月15日 ｻﾃﾗｲﾄ型 防災訓練　　昼間想定

11月24日 ｻﾃﾗｲﾄ型 第４回運営推進会議

11月25日 本体 第４回運営推進会議

11月29日 本体 暖房設備のお湯の循環停止工事　（三信工業）

12月2日 本体 建物の定期点検　　梅林建設

12月5日 本体 新型コロナワクチン5回目接種　利用者と職員　4日間　7.12.14日

12月6日 社会福祉法人三光会の指導監査　中津市指導監査室

12月7日 ｻﾃﾗｲﾄ型 ご利用者新型コロナワクチン予防接種　　5回目

12月14日 ｻﾃﾗｲﾄ型 ご利用者新型コロナワクチン予防接種　　5回目

12月23日 ｻﾃﾗｲﾄ型 クリスマス会

11月2日

11月9日

10月24日



2023年
ご利用者がコロナ感染者

　コロナ感染者のクラスター発生　　延べ９名　（職員3名　ご利用者6名）

1月18日 本体 夜勤者の健康診断

1月25日 ｻﾃﾗｲﾄ型 夜勤者の健康診断

1月26日 ｻﾃﾗｲﾄ型 第5回運営推進会議　　資料のみ送付

1月27日 本体 エレベーターの定期点検　（三菱ビルテクノ）

1月27日 本体 第5回運営推進会議　　資料のみ送付

節分

本体 玄関の自動ドアーの定期点検　オリエント産業

2月15日 本体 厨房のエアコン清掃　（ホシザキ）

2月16日 本体 受水槽漏水による保温処理工事　（九電工）

2月24日 ｻﾃﾗｲﾄ型 防災訓練　　夜間想定

3月2日 ｻﾃﾗｲﾄ型 ひなまつり

3月3日 本体 ひなまつり

3月7日 本体 新人研修　6名

3月8日 本体 中津市長の表敬訪問　100歳のお祝い

3月14日 本体 新人研修　4名

3月15日 本体 害虫駆除業者を「ダスキン弁天」に変更　　

3月27日 ｻﾃﾗｲﾄ型 フィリピンの技能実習生　２名　採用

3月28日 第３回　理事会

3月30日 ｻﾃﾗｲﾄ型 第6回運営推進会議

3月31日 本体 第6回運営推進会議

ｻﾃﾗｲﾄ型

2月3日

1月2日



2023 年（令和５年）度社会福祉法人三光会事業計画 

１．基本理念 

「幸せ」「ふれあい」「安らぎ」  ケアとサービスの基本理念 

私たちは、悠久の里のお客様であるご利用者一人ひとりの「暮らし」を大切にしながら人権とプライ

バシーを守り、その人らしい人生―「幸せ」「ふれあい」「安らぎ」―の実現に向けて常にご利用者と

向き合い、寄り添い、生活を共にするケアの実践に努めます。 

 

２．経営方針 

１）全ての業務に誠意を持ち、介護技術の向上に努め、一人ひとりのご利用者に心から信頼され満足の

高いサービスを提供致します。 

２）一人ひとりの人権と生命の尊さを守り、その瞬間のふれあいを大切に日常生活を支援致します。 

３）明るく清潔で安全・安心できる生活環境を創ります。 

４）地域福祉のために貢献できるサービスをめざします。 

 

３．中長期基本姿勢 

１）ご利用者に対する人権の尊重とサービスの質の向上を図る 

２）地域貢献に向けた取組 

３）福祉人材の確保に向けた取組の強化 

４）組織統治の確立と、経営基盤の安定 

 

 

４．2023 年（令和 5 年）度重点目標 

 

今年度も新型コロナに翻弄された一年となりました。特に 11 月より拡大し始めたオミクロン株に

よる第 8 波の襲来は当施設においても多大な影響を与えました。年末年始にかけてより、ご利用者、

職員の感染、濃厚接触者への対応など、改めて感染時のリスク管理の大切さと、初動対応の重要性を

痛感しました。最近、感染者はかなり落ち着いており収束の兆しもみえてきたところですが、政府は

５月８日より今の「2 類相当」から季節性インフルエンザなどと同じ「5 類」に移行する方針を決定

しました。いよいよ時代はウィズコロナへと舵を切るものと思われます。今後高齢者福祉施設として

どのように対応していくかが緊急課題となります。 

  また、ロシアのウクライナ侵攻によるエネルギー価格・物価の高騰、深刻な介護人材不足、人件費

の上昇圧力などにより、施設は厳しい経営を余儀なくされています。全国老施協の調査「令和 3 年

度収支状況等調査報告書」によると、赤字特養が 43％に増加したとのこと。4 割を超えるのは初め

てとのことです。このような状況下踏まえ令和５年度の事業計画につきましては、次の４つの重要事

項を掲げ業務の効率化・適正化を図っていきたいと考えています。 

 

 



【令和 5 年度重点項目】 

１）感染症対策を含む災害対策の強化 

・ウィズコロナを踏まえた感染症予防体制の整備 

・事業継続計画（ＢＣＰ）の構築（2024 年度４月義務化スタート） 

     

２）人材の確保と育成 

  ・就業規則、給与規則の改定（職員の処遇改善の充実）等により労働条件の改正 

  ・労働環境改善、技能実習生の受入と育成 

 

３）介護報酬改定への対応 

  ・ＬＩＦＥを活用した科学的介護の推進 

 

４）社会貢献活動への取組み 

  ・オレンジカフェ「三歩」の開催 

 

５．各職種別取組 

地域貢献事業  

  （1）オレンジカフェの実施 

（2）地域住民や福祉専門職への介護技術や認知症についての普及啓発 

 

介護職員 

 （1）ご利用者へ敬意ある言葉遣いと態度で質の高い介護技術を提供する 

（2）感染対策を徹底し居住環境を整える 

（3）ＳＷ・ＣＭと連携し、ご家族の思いを共有しながらご利用者一人ひとりのニーズにこたえる 

（4）業務の効率化、職員のスキルアップを図る 

（5）認知症の方が不安なく過ごせるようにケアの実践、情報共有、早めの対策を実施する 

（6）接遇における基本を再度見直しサービスを提供する。 

（7）技能実習生の受入と、育成を行う 

 

介護支援専門員 

（1）一人ひとりの状況に合わせ自立支援・生活の質の向上が図れるように計画書を作成し支援する    

（2）介護保険の管理を行い、適時更新または区分変更の手続き業務を行う 

 

生活相談員 

（1）特養稼働率 98％（2400 人/月）短期入所稼働率 80％（248 人/月）を目指す 

   〈サテライト〉 

    ・稼働率 95％を目指す（入所 97％．28/29 人 ・短期入所 89％．8/9 人） 

 



（2）ご利用者・ご家族の声を聴く機会を作り、意見や要望が伝えやすい関係性の構築に努める 

（3）居宅介護支援事業所や他施設と連携し、円滑なサービス提供が出来るよう努める 

 

看護職員 

（1）ご利用者が安全に安心して生活できる環境の提供、一人ひとりにあったケアの実践 

（2）健やかで快適な生活をしていただくために多職種との連携を図る 

（3）看取りケアの充実を図る 

 

 

栄養部  

（1）栄養マネジメントにて、ご利用者の食事摂取状況及び栄養状態を把握し、維持・改善に繋げる 

（2）ご利用者の嗜好や季節に沿ったイベント食、料理クラブを実施して目で見て食べて楽しめる食

事提供を行う 

（3）多職種間での密な情報共有や連携にて、ご利用者それぞれの課題の早期発見・改善に努める 

 

機能訓練指導員 

  （1）コロナ禍により中止されている行事の復活と、ご利用者のＡＤＬに合わせた作業、レクレーシ

ョンを取り入れ活動量を増やし、楽しくリハビリテーションが出来るようにする 

  

口腔ケア指導員 

（1）ケアカルテにより、スクーリング・アセスメントを概ね１か月に１回見直しを行う 

（2）「ＬＩＦＥ」記載のアセスメントの見直し 

 

事務職員 

（1）事務職員が同じ認識を持ち、他部署との「報・連・相」を意識的に行い連携を図る 

（2）職員一人ひとりが改善を意識して仕事をする 

 

6．各委員会等の取組 

（１）吸引等安全対策委員会 

・介護職員による喀痰吸引の技術の向上をはかり安全に吸引が行われる体制を強化する 

   

（２）褥瘡予防対策委員会 

   ・褥瘡の早期発見と発生後の早期治癒を目指す 

   ・褥瘡に対する知識を深め褥瘡予防に努める 

 

（３）感染対策委員会 

・感染症・感染予防対策に関する知識向上に努める。 

   ・感染症発生時、適切な対応をとることにより感染症拡大を防止する 



 

（４）安全衛生委員会 

   ・新型コロナウイルス感染症に伴い感染予防意識の向上を図り安全安心な職場づくりに努める 

   ・職場内の危険区域を発見し職員の事故、労働災害を予防する 

   ・働きやすい職場づくりを行い職員の心身両面からの維持増進を図る 

   ・５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾＆指導）の活動と定着 

 

（５）苦情解決委員会 

・ご利用者、ご家族の苦情及び要望に対し迅速な対応、かつ円満・円滑な解決に努め、 

信頼関係の構築に努める 

・ご利用者、ご家族からの苦情及び要望に対し、全職員で把握し、意識統一を図ることで、安心・

安全に生活できる環境を整える。また、その為のケアの質の向上に努める 

 

（６）口腔ケア対策委員会 

・各部署の口腔ケアのリーダー的存在になるように口腔ケアの知識を深める 

 

（７）事故防止検討委員会 

   ・過去の事故・ヒヤリはっと報告書を活かし、事故防止対策の応用と、情報共有統一したケアで事

故防止を図る 

    

（８）虐待防止・接遇推進委員会 

   ・ご利用者の状態を常に確認し、ストレス軽減を図れるケアに努める 

   ・接遇の五原則（挨拶・身だしなみ・表情・態度・言葉遣い）の徹底を図る 

   ・接遇意識の向上に努め、ご利用者、ご家族、外部のお客様が入りやすい施設を目指す 

 

（９）身体拘束廃止委員会 

   ・身体拘束‶ゼロ〟の継続を目指す 

 

（10）行事企画委員会 

・コロナ禍の中で行事を通し、ご利用者へその時々の季節を感じて頂く。 

・ご家族や地域との交流や外出が困難な状況下でのイベントとのあり方を工夫し実施する 

   

（11）防災対策委員会 

・事業継続計画（BCP）構築についての参画 

・火災発生を未然に防ぎ、職員全体で連携をとり事故なく迅速且つ正確に対応する 

・ＡＥＤの教育を行い、救急救命の在り方 

 

（12）研修委員会 



・施設内研修から先端の伝達研修・介護力向上や業務の周知徹底・実践を行う 

・外部研修を受け、伝達研修を行い職員の知識・技術の向上を図る 

・不参加者には後日フォローアップを細やかに行い、情報共有を図る 

 

（13）ノーリフティングケア推進委員会 

・「安全で安心な」看護・介護を提供するために、身体の誤った使い方をなくし、対象者の状態に

合わせて福祉用具の有効活用に取り組む 

 

（14）運営推進委員会議 

 ・施設が日常提供しているサービス内容等を明らかにすることにより、地域に開かれたサービスの

質の向上に努める 

 


